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手術 ニ ヨ リ輕快セル小兒Basedow氏 病 ノ1例

岡山醫科大學北山内科教室(主 任北山教授)

副手 醫學士 木 口 浩 三

[昭 和14年12月20日 受稿]

緒 言

Basedow氏 病 ハ主 トシ テ 思春 期 ノ殊 ニ女子ニ

頻 發 スルモ ノニシ テ,小 兒期 及 ビ老年 期 ニハ稀 ナ

ル事 ハ先 人 ノ諸統 計 ニテ之 ヲ知 ル事 ヲ得.岡 野雄

吉氏1)ノ 報告 ヲ見 ル ニ本 症151例 中,7年1例,

11年2例,13年4例,14年 同 ジ ク4例,15年

3例,即 チ15年 以下 ノ者 僅 々14例 全部 女子 ナ リ.

中山茂樹 氏2)ハ48例 中17年 乃 至20年 ノモ ノ4

例 ニシテ,コ レ亦 上 同様 總 テ女 性 ナ リ ト記 ス.佐

藤正 男氏3)ハBasedow氏 病129例,單 純 性 甲状

腺腫233例 ニ就 テ 記 シ,年 齡 的 ニ男子 ニ於 テハ青 ・

壮年期 ニ發 生 スル モ,女 子 ニテハ思 春期 ヨ リ成熟

期 ニ入 ラ ン トスル時 期又 ハ 月經 閉止 期又 ハ 其 ノ直

前 ニ多 シ ト謂 ヘ リ.大 谷 周一 氏4)ハBasedow氏

病88例 中10年 代 ノ發病 女 子 ノ ミニ テ7例,森 岡

廣 一氏5)ニ 依 ル ニ本 症56例 ニ於 テ20年 乃至30年

ノ モ ノ 最 モ多 シ.佐 々廉 平 氏6)ハ 本 症59例 ノ中

20年 マ デ ノモ ノ3例 ニ シテ總 テ女 子 ト謂 フ.伊 藤

尹 ・鈴 木 格兩 氏7)ノ 報 告 ヲ見 ル ニ360例 ノ該 疾 患

中15年 以下 ナ ル者9例,總 テ女 子 ナ リ.藤 原一 郎

氏8)ノ19例 中12年 女子1例,20年 女 子1例 ナ リ

犬 塚 厚生 氏9)ハ 該 疾 患48例 中,10年 乃至20年 ノ

モ ノ男女 共 ニ4例 ア リ ト記 ス.但 シ16年 以下 ノ

症 例 ハ無 シ.野 口利 代 三氏10)ハ 本病55例 ノ中10

年 代 ノ モ ノ女 子7例,男 子1例 ト報 告 シ,最 年少

者 ハ16年 女子 ト記 ス.隈 鎭 雄氏11)ハ194例 中,10

年 未滿 ノ罹 患者 無 ク,10年 乃 至19年 ノモ ノ女子

17例,男 子7例 ニシテ,年 齡 的 ニハ20乃 至30年

代 ニ最 モ多 シ ト謂 ヘ リ.西 田久 吉 ・渡 邊正志 兩 氏12)

ハ 大正6年 ヨ リ昭和10年4月 ニ至 ル18年 間 ニ京

大辻 内科 入院 ノ甲状 腺腫(但 シ甲状腺 腫瘍 ヲ除 ク)

318例 ニ就 テ統計 的觀察 ヲナ シ,Basedow氏 病 ハ

10年 以 下 ニハ無 ク,15年 以下 ニテ男子1例,女 子

1例 合計2例 ヲ記 載 セ リ.要 スル ニ小兒Basedow

氏 病 ハ甚 ダ少 ナ キモ ノナ リ.尚 ホ特 ニ報告 トシテ

詳 細 ニ小 兒Basedow氏 病 ヲ記載 セル モノ次 ノ如

シ.即 チ 高橋 寛氏13)ハ6年2箇 月女 子 ノ該 疾 患 ヲ

報 告 シ,療 法 トシテハ非 觀 血的方 面 ヲ採 用 シ,種

種 ノ藥 劑 ヲ使 用輕 快 ニ向ハ ン トセ シモ治 療 中途 ニ

テ退院 セル例 ヲ報告 セ リ.太 田敬 三・石 山金太 郎 兩

氏14)ハ11年 女子 ニ シ テ療 法 ハ主 トシ テRontgen

線 照射 ヲ行 ヒ,甚 ダシ ク諸 症状 ヲ輕 快 セ シ メ得 タ

ル例 ヲ報 告 ス.木 田文夫 氏15)ハ9年10箇 月女子

ノ該症 例 ヲ報告 セ リ.コ レハ發病 後 他 ノ併 發症 ニ

依 リテ死 亡セ ル モ ノナ リ.横 繩 俊夫 氏16)ハ9年1

箇 月男 子 ノ1例 ヲ報告 セ リ.廣 瀬 茂氏17)ハ11年

10箇 月女 子 ニ就 テ,Lugol氏 液服 用處置 後 手術 ニ

テ全 治 セル例 ヲ記 ス.笠 原 教授18)ハ 臨牀 講義 ニ於

テ11年 男子 ノ該疾 患 ヲ述 ベ,大 野教 授19)ハ 剖 檢

示説 ニテBasedow氏 病 屍 ヲ2例 記 載 セル 中,第

2例 ハ15年 男子 ニ テ,コ レハ 特 ニ小兒Basedow

氏病 トシテ報告 セ ラレタル モ ノニハ非 ザ ル モ,余

ハ コ レヲ小 兒Basedow氏 病 ノ檢討 中 ニ算 入 セ ン

ト欲 ス.尚 ホ吾 ガ教 室 ニ テ大 正14年 ヨ リ昭 和13
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年 ニ至 ル14年 間 ニ於 ケルBasedow氏 病 ノ年齡

的 分布 ハ第1表 ニ示 ス ガ如 シ.

第1表

即 チ總 數38例 ニシ テ15年 以 下 ノ症 例無 ク,男

女共31年 乃至40年 ニ最 モ多 シ.現 在迄 ニ報 告 セ

ラ レタル小兒Basedow氏 病 ヲ總 括 スル ニ當 リ考

フベ キハ,女 子 ニテハ 月經 來潮 ヲ以テ小 兒期,成

熟期 ノ劃 線 トナ ス事 ヲ得,極 メテ 明白 ナル モ,男

子 ニ於 テハ 小兒 期 ヨ リ青年 期 ヘ ノ移 行ハ 女子 ノ場

合 ノ如 ク然 カク判然 トセ ズ.斯 ル ガ故 ニ余 ハ此 處

ニ 男 女 トモニ15年 及 ビ15年 以 下 ノ症例 ヲ論 ズ ベ

シ.先 ヅ統 計 上 ヨ リ見 タル我國 小兒Basedow氏

病 ノ症 例 ハ 岡野 氏 ノ統 計 ヨリ14例,伊 藤 ・鈴 木 兩

氏 ノ ソ レヨ リ9例,藤 原 氏 ノモノ ヨ リ1例,西 田 ・

渡邊 兩氏 ノ報 告 ヨ リ2例 ニ シ テ 合 計26例 ナル事

ヲ知 ル.更 ニ1例 報告 トシテ發表 セ ラ レタルモ ノ

ハ5例 ニ シテ,即 チ高橋 氏 ノ6年2箇 月 女子,太

田 ・石 山兩氏 ノ11年 女子,木 田氏 ノ9年10箇 月

女子,横 繩 氏 ノ9年1箇 月男 子,廣 瀬 氏 ノ11年

10箇 月女 子等 ナ リ.尚 ホ笠 原 教授 ノ11年 男子,

大野 教授 ノ15年 男子 ヲ加 ヘ テ,特 ニ詳細 ナル記載

アル小 兒Basedow氏 病 例 ハ7例 ニシテ,前 述 統

計 ヨ リ得 タル モ ノ ト合 計 スル ニ33例 ナ リ.敍 上

ハ 我 國 ニ 於 ケ ル 小 兒Basedow氏 病 ノ梗 概 ナ ル

モ,更 ニ歐 米 ノ2, 3文 獻 ヲ渉 獵 スル ニLewis20)

ハ1905年 乃 至1913年Mayo clinicニ 於 テ ノ

Basedow氏 病 手 術1512例 中,10年 未 滿 ノ者 ハ5

例 ア リ タ ル ノ ミ ニ テ,約300例 中1例 ノ割 合 ナ リ

ト謂 フ.Helmholz21)ハ1921年 初 頭 ヨ リ1926年

3月 ニ 至 ル 間,前 同 様Mayo clinicニ 於 テ14年

以 下 ノ 小 兒Basedow氏 病 ヲ30例 經 驗 シ,中4例

ハ 男 子,26例 ハ 女 子 ナ リ ト記 セ リ.Rankin &

Priestley22)モ 亦Mayo clinicニ テ1905年 乃 至

1930年 間 ノBasedow氏 病 中14年 以 下 ナ ル 者91

例 ヲ得 テ,コ レ ヲ報 告 ス.又Gotta23)ハ1930年

以 來10例 ノ 小 兒Basedow氏 病 ヲ見 タ ル 由 ヲ述

ベ
,其 ノ 中 ノ1例 ヲ治 療 的 見 地 ヨ リ詳 述 セ リ.尚

ホGuassardo24)ハ11年 女 子 ノ該 疾 患 ヲ報 告 シ,

Jaurmet et Marquezy25)ハ4年 半 女 子 ノ該 症,

Kerley26)ハ3年6箇 月 女 子 ノ例,Shouse27)ハ5

年 女 子 ノ例,Crozier28)ハ6年 女 子 ノ 例,Beilby

& Carlton29)ハ5例 ノ該 症,即 チ2年9箇 月1例,

9年1例,11年2例,13年1例 ヲ詳 述 セ リ.Neff30)

ハ11年 雙 生 兒 ノ 該 疾 患,Heuyer, Nicolas et

Stern31)ハ11年 男 子 ノ例,Laroux et Welti32)

ハ4年 女 子 ノ 例 ヲ 夫 々 報 告 セ リ.又Crile &

Blanton33)ハ 最 近2年6箇 月 男 子 ノ 該 症 例 ヲ報 告

シ,其 ノ記 載 中 ニ述 ベ テ 曰 ク 「America文 獻 ニ

報 告 セ ラ レ タル5年 以 下 ノBasedow氏 病 ハ7例

ノ ミナ リ」 ト.

自家 症 例

○村 ○ 子 9年9箇 月 女 小學 校兒 童

主訴 心悸 亢進,前 頸部 腫脹,發 汗過 多

初 診 昭和14年8月14日

家 族歴 患兒 出生地 岡 山市,父 方祖 父ハ73歳

ノ時 老衰 ニテ死亡,祖 母77歳 健 在.母 方祖 父63

歳健 在,祖 母61歳 健 在.父37歳,母33歳 共 ニ

健康 ナ リ.同 胞2人 ニシテ患 者ハ 第1子,他 ハ7

歳女健 康 ナ リ.
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既 往歴 患兒 ハ10箇 月滿 期安産.母 乳 榮

養 ニテ育 テ ラル.種 痘2囘 善 感.7歳 ノ時

發 熱38℃ 位1週 間繼 續 シタル事 ア リ.麻 疹

ハ8歳 ノ時經 過 ス.其 ノ他 著 患 ナ シ.

現症 ノ起始 竝 ニ經過 何 等誘 因 ト思 ハル

ル モ ノナ クシテ本 年3月 頃 足 ガ時 トシテ顫

ヘ ル ニ氣付 キ,4月 ニ入 リテ ヨ リハ手 指 ガ

顫 ヒ習字 ガ下手 トナ リ,又 自 ラ全 身倦 怠感

ア リ,口 渇 ヲ覺 エ,流 涙,發 汗 ガ甚 ダシ ク

ナ レ リ.更 ニ6月 中旬食 慾減 退 シ,又 外 ヨ

リ走 ツテ歸 ル時,本 ヲ音讀 スル時,或 ハ階

段 ヲ昇 ル際 ニ心悸 亢進 ヲ覺 ユル ニ至 リテ學

校 ノ體 操 ハ休 ム.此 頃市 内某 醫 師 ノ診 察 ヲ

受 ケ テ 甲状腺 腫 及 ビ 眼球 突 出 ヲ發見 セ ラ

レ,Basedow氏 病 ト診斷 セ ラ レタ リ.其 ノ

後 引續 キ診 療 ヲ受 ケ居 タル モ,念 ノ爲7月

17日 頃北 山教授 ノ診 ヲ乞 フ.母 方祖 母 ノ

言 ニ依 レバ,患 兒 ハ病初 ヨリ羸 痩 セ リ トハ

思 ヘズ,小 サ イ時 ヨ リイ ライ ラスル性 質 ナ

ル モ特 ニ最 近怒 リ易 クナ リ タ ル事 モ ナ シ

ト.現 在 食慾 旺盛,頭 痛 輕度.唾 液 異常 分

泌乃 至流涎 ナ シ.耳 鳴 ナ シ.眼 裂 ハ生 來大

ナル方 ニテ最近 特 ニ 目立 ツ點 ナシ ト.便 通

ハ1日1―2行,尋 常硬.嚥 下異常 ナシ.發

汗甚 ダ シク,且 心悸 亢進,流 涙 ア リ.又 意

想 奔逸 ノ傾 向 ア リ.脱 毛 無 シ.月 華 未 ダ開

カズ.

現症 體 長尋 常.骨 骼稍 々薄弱.筋 肉 ノ

發育 中等度.皮 下脂 肪織 稍 々減退.顔 貌怒

調 ヲ帯 ブ.顔 面 浮腫 無 シ.呼 吸安 靜,胸 腹

式,正 常 數.皮 膚 發汗 ヲ認 ムルモ熱 感 ナク,

色素 沈著 異常,浮 腫 ヲ認 メズ.色 稍 々貧 血

状 ナ リ.脈 搏 ハ整 調,頻 數(毎 分120至),

緊張 可 良,正 常大.橈 骨血 管壁 軟.眼 裂 大,

眼球 突 出 ス(Hertel氏 法 ニ依 ル ニ 眼球 突

出度 右18mm,左22mm).光 澤 強 シ.

Mobius氏 及 ビGraefe氏 徴 候 陰性,Stellwag
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氏徴候腸性,眼 球振盪症陰性.眼 瞼結膜稍々貧血

性,眼 球 結膜 ニ黄 染,充 血 ヲ認 メズ.瞳 孔 ハ兩側

等 大,尋 常大,正 圓,對 光反 射迅 速 ナ リ.鼻,耳

ニ特 記 スベ キ事 ナ シ.口 唇尋 常.舌 ハ濕 潤,灰 白

色薄 ク舌 苔 ヲ被 ル.咽 喉 粘膜 稍 々充血 ス.口 蓋扁

桃 腺 兩側 共 ニ 中等度 ニ肥 大 セ リ.顎 下淋 巴腺 ハ觸

知セ ズ.前 頸 部 ニ於 テ開 ロ ヲ上方 ニセル 馬蹄 鐵形

腫 瘍 ア リ,嚥 下 動作 ト共 ニ運動 シ,當 該皮膚 正 常且

下層 ト固定 セ ズ,壓 痛 無 シ.觸 ル ル ニSchwirren

ナ ク,聽 診 スル モ雜音 ヲ聽 取 セ ズ.硬 度 ハ彈 力性

強靱 ニシ テ全腫瘍 均 等 ナ リ.

甲 状 腺 附 圖

胸 部:畸 形 ナク,左 右 對稱 性.心 濁 音右 界 ハ

右 胸 骨縁,上 界 ハ 第3肋 間 腔,左 界 ハ左 鎖 骨 中央

線.心 尖 搏 動ハ 左鎖 骨 中央線 上 ニテ第5肋 間腔 ニ

在 リ.心 音 清澄,心 底 ニ於 テ第2音 特 ニ第2肺 動

脈 音稍 々亢 調 シ,心 動 ハ一般 的 ニ亢 進 セ リ.肺 臟

ハ打 診上 右 肺炎 部 ハ短,其 ノ他異 常 ナ シ.聽 診上

正常 呼吸 音 ヲ聽取 ス.

腹 部:視 診 上尋 常膨 隆 シ,觸 診 スル ニ柔 軟,

壓 痛 無 シ.肝,脾 竝 ニ腎 ハ觸 レズ.股 動脈 音 ヲ聽

取 ス.手 指 ニ輕度 ノ振 顫 ヲ認 ムル モ足趾 ニハ 之 ヲ

見 ズ.二 頭膊 筋腱 反射,三 頭 膊筋 腱反 射竝 ニ橈 骨

小 頭反 射 正常.膝 蓋 腱反 射,Achilles腱 反 射共 ニ

稍 々減 弱 セ リ.脛 骨縁 ニ 浮腫 ヲ認 メズ,腓 腸筋 ニ

壓痛無シ.

諸種檢査成績

血 液像 「ヘ モ グ ロビ ン」量(ザ ー リー)70%,

赤 血球 數410萬.白 血球 數7000.百 分 率 中性 嗜好

性 白 血球34%.淋 巴球60%.「 エ オ ジ ン嗜好 性 」

白血球1%.大 單核 細胞 及 ビ移 行型5%.血 壓

最 高130mm,最 低60mm.尿 淡黄 褐 色.比 重

1020.反 應 酸 性.蛋 白(―).糖(―).「 ウロ ビ リ

ン」(―).「 ウ ロビ リノー ゲ ン」(―).グ メ リン氏

反應(―).「 イ ンヂ カ ン」(―).「ヂ ア ゾ」反 應(―).

沈渣 異 常所 見無 シ.尿 黄 褐 色,尋 常硬,消 化 良.

膿(―).血 液(―).粘 液(―).潜 血 反應(―).

寄 生蟲 卵(―).血 液 ワ氏 反應(―).血 糖 但 シ

普 通朝 食攝 取時 空腹 時0.106g/dl食 後30分

0.106g/dl食 後1時 間0.125g/dl食 後1時 間30

分0.113g/dl食 後2時 間0.104g/dl何 レノ場

合 ニモ糖 尿陰 性.

出血時 間3分,血 液 凝 固時 間6分.

直 流電 氣試 驗

眼科 的檢査 視 力 右1.2左1.2眼 底異 常 ナシ.

甚礎 新 陳代 謝 83%亢 進.

ル ゴール氏 液1日 量10滴 宛投與 スル事10日 間,

然ル後2囘 ニ亙 リテ 甲状腺 ノ部 分 的摘 出術 ヲ津田

外 科 ニ テ施 行,殆 ド全治 退 院 セ リ.即 チ 退院1箇

月後 ノ基礎 新 陳代 謝ハ4%ノ 亢進 ヲ示 スノ ミ.

小 兒Basedow氏 病 症 例 ノ概 括 的 記 載

本病 發症 ノ血 縁 關 係 ヲ小 兒 ニ 就 テ 觀 ル ニ,

Guassardoノ 報告 セル11年 女子 ハ其 ノ從 兄弟 ニ

Basedow氏 病 ト思 ハ ル ル症状 ヲ示 セル モノ ア リ

タ リ ト.又Neffハ11年 ノ1卵 性雙 生兒 ノ該 症例

ヲ報 告 シテ,極 メテ稀 有 乃至絶 無 ナル モ ノ トス.

Shouseノ 例 ハ 同一家族 ニ多數 ノ甲状腺腫 ヲ有 ス

ル モ ノア リト.Heuyerノ 例 ハ生母 竝 ニ伯母 ガ該

症 ニ罹患 セル事 アルモ ノ ナ リ.然 ル ニ本邦 症例 中

血 縁 關 係 ヲ明 記セル モ ノ ヲ見 ズ.次 ニ其 ノ他 ノ成
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手術 ニ ヨ リ輕 快 セル小 兒Basedow氏 病 ノ1例 715

因 ニ關 シJackson34)ハ 該病 初 期症 状 ノ神經 質 ト

ナ ル點 及 ビ焦 躁 状態 ノ注 目 スベキ事 ヲ謂 ヒ,更 ニ

心悸 亢 進,脈 摶 頻 數,不 眠,振 顫,發 汗増 多及 ビ

脆 力 ガ後 續 シ來 ル コ トヲ記 セ リ.又 發病 ニ際 シ テ

驚 愕 ガ主役 ヲ演 ジ タル 如 ク思惟 サ ルルCrozierノ

例 ハ興 味 アル モ ノニ シテ6年 健 康 女兒 ガ犬 ニ噛 ミ

附 カ レタル後2, 3週 間 ニシ テ發病 セル 事 ヲ記 ス.

又 小兒Basedow氏 病 ト成 人 ノ夫 レ トノ間 ノ症 候

學 的差異 ニ關 シBram35)ハ26年 間 ニ集 メ得 タル

12年 以 下 ノ小兒Basedow氏 病128例 ノ觀 察 ヲ爲

シ,次 ノ如 ク述 ブ.即 チ心 悸 亢進,神 經質,手 指

振 顫 竝 ニ腸管 障碍 ハ成 人 患者 ヨ リモ高 度 ナ レ ドモ

羸 痩 ハ然 カク高度 ナラズ ト.試 ミニ從 來我 ガ國 ニ

テ報 告 セ ラ レタル小 兒Basedow氏 病 ノ記 載詳 細

ナル モ ノ7例 ト,余 ノ1例 トヲ加 ヘ タル8例 ニ就

テ諸 主要症 状 ヲ摘 記 スル ニ第2表 ノ如 シ.

第2表

即 チ甲状 腺腫 ハ8例 中記載 シアル7例 全 部 ニ認

メ ラル.心 悸亢 進 ハ記載 アル モノ5例 共存 在 シ,

眼球 突 出症 ハ記載 アルモ ノ7例 中6例 ニ認 メラ レ

又 毎分脈搏 數 ヲ記 載 セ ラ レタル モノ6例 ニシ テ,
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716 木 口 浩 三

總 テ100以 上 ナ リ.次 ニ血液 像 中 血色素量,赤 血

球 數 ニハ特 記 スベ キ點 ナ シ.白 血球 數 ハ木 田氏例

ヲ除 ク ノ他正常 範 圍 ニ在 リ.然 ル ニ白血球 百 分率

ニ テ特 ニ淋 巴球 ノ増 多 ガ著 明 ニ シ テ平 均45%ト

ナル.廣 瀬 氏例 ノ「エ オ ジ ン嗜好 性」白血球 ノ増 多

ハ 寄生 蟲症 ノ合併 ニ依ル モ ノナ ラ ン.

次 ニ處置 竝 ニ豫 後 ニ就 テ記 載 セ ラ レタル6例 ヲ

表 記 スル ニ第3表 ノ如 シ.

第3表

Bramハ 靜 臥,食 餌 療養 ヲ重要 視 ス,然 ル ニ

Welti36)ハ 小 兒Basedow氏 病 症 例17例 中3例

ハ最 初 照射 療法 ニ依 リタル ニ初 期 ニ效 果現 ハ レタ

ル モ,遂 ニ症 状 増惡 ノ徴 ア リテ手 術 ノ已 ム ナキ ニ

至 レ リ.故 ニ持 續治癒 ハ 甲状腺 ノ部分 的摘 出 ニ ア

リ ト謂 フ.又Nobel37)ハ3例 ノ患 兒 ニ肥 胖療 法

ヲ施行 シタル ニ,效 果 著明 ナ リシ事 ヲ報 ゼ リ.

結 語

余 ハ9年9箇 月 ノ1女 兒 ニ現 ハ レタル定 型的

Basedow氏 病 ノ1例 ニテ手 術 ニ ヨリテ著 シク輕

快 セル1症 例 ヲ報告 スル ト共 ニ,本 邦 文獻 上ニ記

載 セ ラ レタル7例 ヲ加 ヘ歐 米文 獻 ト比較 對 照 シ,

概 シテ彼 我 ノ間 ニ差 異 ヲ認 メザル コ トヲ論 ゼ リ.

終 ニ臨 ミ恩 師北 山教 授 ノ御 指導 御校 閲 ヲ謝
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Aus der Medizinischen Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. K. Kitayama).

Ein Fall von Morbus Basedow beim Kind.

Von

Dr. Kozo Kiguti.

Eingegangen am 20. Dezember 1939.

Der Morbus Basedow ist beim Kind eine relativ seltene Krankheit. Hier mochte ich

von einem Fall dieser Krankheit kurz berichten. Ieh hatte Gelegenheit bei einem

93/4 jahrigen Madchen typische Symptome von Morbus Basedow zu beobachten und durch

chirurgischen Eingriff zur Heilung zu fuhren. In der japanischen Literatur sind beim

Kind bisher sieben Falle dieser Krankheit ausfuhrlich mitgeteilt. Wenn wir diese Falle

naher miteinander vergleichen, so ergibt sich, dass die Symptome dieselben sind wie bei

den Fallen, die in der amerikanisch-europaischen Literatur beschrieben sind.

(Autoreferat)
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